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取

り
戻

そ

う
!

美
し
い
綾
瀬

川

綾
瀬
川
は
、
埼
玉
県
桶
川
市
か
ら足
立
区
を
通
り
、
葛
飾
区
で
中
川
と

合
流
す
る
長
さ
約
4
7
・
6
㎞
の
一
級
河
川
で
す
(
図
1
)
。
私
た
ち
の
ま

ち
を
流
れ
る
綾
瀬
川
を
、
豊
か
な
生
き
物
が
住
む
身
近
な
川
に
す
る
た
め

に
、様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

図1　 綾瀬川流域の浄化施設

※ ( 　) 内は施工主体
※ 地図は綾瀬川の流域

汚
れ
て
し
ま
っ
た
綾
瀬
川

特
定
の
水
源
を
持
た
ず
、
流
量
の

少
な
い
綾
瀬
川
は
、
都
市
化
が
一
気

に
進
ん
だ
昭
和
3
0
年
代
か
ら
4
0
年
代

に
か
け
て
。
生
活
雑
排
水
や
工
場
廃

水
が
流
れ
込
み
、
水
質
が
急
に
悪
化

し
ま
し
た
。
そ
し
て
全
国
一
級
河
川

の
水
質
ラ
ン
キ
ン
グ
で
。
昭
和
5
5
年

か
ら
平
成
6

年
ま
で
1
5
年
間
連
続
し

て
ワ
ー
ス
ト
1

位
で
し
た
。
現
在
は

ワ

ー
ス
ト
3

位
に
な
り

。
綾
瀬
川
の

水
質
は
良
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が

(グ
ラ
フ
1
)

、ま
だ
完
全
に
き
れ
い

な
川
と
は
言
え
ま
せ
ん

。
一
度
汚
れ

て
し
ま
っ
た
川
を
き
れ
い
に
す
る
に

は

、
さ
ら
に
多
く
の
努
力
が
必
要
で

す

。

グラフ1　 汚濁河川の水質経年変化( BOD 値)

※ ただし、4年から8年までは75%値。その他は平均値

※ BOD( 生物化学的酸素要求量) … 酸素の量を表したもの。水中の微生物が汚れを分解するときに消

費する酸素の量で、汚れが多いほど数値が高くなる。BODの値が5mg/ l 以下をきれいな水としている

綾
瀬
川
浄
化
に
立
ち
上
が
る

区
で
は
昭
和
5
1年
か
ら
毎
年
。
水

質
・
生
物
調
査
な
ど
を
行
い
。
水
質

浄
化
の
促
進
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
平
成
1
2年
に
綾
瀬
川
流

域
の
1
0市
2
区
1
町
の
自
治
体
が
協

力
し
、「
綾
瀬
川
清
流
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

Ⅱ
計
画
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
は
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、

川
へ
流
れ
込
む
汚
れ
を
減
ら
す
た
め

に
最
も
効
果
的
な
下
水
道
の
整
備
や

工
場
廃
水
の
規
制
な
ど
の
施
策
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
河
川
を

直
接
浄
化
す
る
た
め
の
収
り
組
み
と

し
て
。
綾
瀬
川
と
そ
の
支
流
で
8
ヵ

所
の
浄
化
施
般
が
稼
動
し
て
い
ま

す
。
今
後
、1
7年
稼
動
予
定
の
(
仮

称
)
桑
袋
浄
化
施
設
の
ほ
か
、
2
ヵ

所
の
施
設
が
新
た
に
設
置
さ
れ
る
予

定
で
す
(
図
1
)
。

さ
ら
に
、水
質
の
悪
化
を
引
き
起

こ
す
原
因
の
一
つ
で
あ
る
河
川
水
の

滞
留
を
防
ぐ
た
め
、7
月
2
0
日
か
ら
、

荒
川
の
水
を
綾
瀬
川
へ
流
し
、
流
量

を
増
加
さ
せ
る
取
り
組
み
を
本
格
的

に
始
め
ま
し
た
。

川
を
知
っ
て
川
を
守
る

□
み
ん
な
で
水
質
調
査

毎
年
夏
に
行
わ
れ
る
水
質
調
査
。

住
民
が
参
加
し
。
綾
瀬
川
の
水
質
と

現
状
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
い

ま
す
(
写
真
)
。

□
水
環
境
モ
ニ
タ
ー

水
環
境
の
改
善
状
況
お
よ
び
現
状

の
課
題
な
ど
を
把
握
す
る
た
め
、
1

月
か
ら
1
0人
の
区
民
モ
ニ
タ
ー
が
活

動
し
て
い
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
綾
瀬
川
に
接
し
て
い

る
皆
さ
ん
が

、綾
瀬
川
の
水
環
境
(
透

明
感

、
臭
気
な
ど
感
覚
的
な
項
目
)

を
観
察
し
て

、
区
が
毎
月
報
告
を
受

け
て
い
ま
す

。

□
ク
リ

ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

綾
瀬
川
流
峨
の
自
治
体
と
協
力

し
、
生
活
雑
排
水
対
策
の
普
及
啓
発

活
動
や

、
川
に
捨
て
ら
れ
た
ご
み
を

拾
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
は
1
0
月
湎
日
鵯
に
開
催
し

ま
す
。

▲ みんなで水質調査。気になる
汚染の度合いを調べます

あ
な
た
の
工
夫
で
川
が

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す

綾
瀬
川
の
汚
れ
の
約
8
0
%
が
、
家

庭
か
ら
の
生
活
雑
排
水
(
台
所
、
風

呂
、
洗
濯
、
洗
面
所
な
ど
)
で
す
。

区
内
の
下
水
道
普
及
率
は
ほ
ぼ
1
0
0
%

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
下
水
道
が
完

備
さ
れ
た
後
で
も
川
を
汚
さ
な
い
心

掛
け
が
必
要
で
す
。

家
庭
で
の
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫

で
、
河
川
へ
流
れ
込
む
汚
れ
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
す
(
図
2
)
。

図2　家庭でできる浄化活動

・米の とぎ 汁は その ま
ま流 さず、家庭 菜園
の肥料など に使う

・料理を作り 過ぎな い
・調理 クズや 食べ残し
たものが流れな いよ
う、三 角コ ーナーや
排水溝に水切り ネッ
ト など を取り付け る

・洗剤やシ ャンプ ー
は適量を使 う

・汚 れのついた 食器
は 紙など でふい て
から 洗う

・食用 油は使い切 る
か、 固めて可燃ご
みとし て捨てる

お問い合わせは、
環境課河川浄化
3880 ―5631

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
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健
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全
・

安
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ま
ち
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6
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く
ら
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情
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/
催
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ガ
イ
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掲
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て
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く
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▽
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あ
だ
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学
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応
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隊
/
ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
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区長へのファクス

FAX3880- 5678
回答しますので、氏名・
連絡先を記入して
ください

◎区の木…さくら　/ 区の花… チューリップ
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

定員に 先着順
とある ものは
9 月11 日

から受け 付け

2・3面で問 い合わせ先 の電 話

番号がないものは区役 所代表へ

3880 ―5111( 代)

凡

例

◆ 申込… 申し込み方法

◆ 期限
… 申し込み期限

◆ 場・申・問先…場所・
申し込み先 ・問い合わせ先

◆ 費用の記載のないものは無料
◆ ( HP) … ホームページアドレス
◆ □ … Eメールアドレス

ポ
リ
オ
(
小
児
ま
ひ
)

生
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

□
秋
の
ポ
リ
オ
予
防
接
種

日
程
等
=
表
1
対
象
=
5
ヵ
月
～

7
歳
6
ヵ
月
木
満
の
乳
幼
児

※
接

種
が
1
・
2
回
目
の
新
規
対
象
者
に

は
、
9
月
末
に
予
診
票
を
郵
送
し
ま

す
。
新
規
対
象
者
以
外
で
予
診
票
を

持
っ
て
い
な
い
方
は
、
事
的
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
同
封
の
お

知
ら
せ
を
よ
く
読
ん
で
か
ら
接
種
し

て
く
だ
さ
い

接
種
当
日
に
持
参
す

る
も
の
=
予
診
票
(
記
人
し
た
も

の
)
、
母
子
健
康
手
帳
、
体
温
計
、上

履
き

申
・
問
先
=
各
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
(
表
2
)
、
母
子
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
2

□
昭
和
5
0
年
～
5
2
年
生
ま
れ
の
方
の

追
加
接
種
(
有
料
)

こ
の
期
間
に
生
ま
れ
た
方
は
、
ポ

リ
オ
の
十
分
な
免
疫
が
つ
い
て
い
な

い
割
合
が
高
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
年
齢
層
で
ポ
リ
オ
流
行

地
域
へ
渡
航
す
る
方
。
お
子
さ
ん
が

ポ
リ
オ
予
防
接
種
を
受
け
る
方
ま
た

は
子
ど
も
と
接
す
る
機
会
の
多
い
職

業
の
方
は
ポ
リ
オ
予
防
接
種
(
有
料
)

を
お
す
す
め
し
ま
す
。
く
わ
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
問
先
=

母
子
保
健
係(

3
8
8
0
)
5
8
9
2

表1　 ポリオ( 小児まひ) 生ワクチン接種日程等一覧

※ いずれも受付時間は、午後1時45分～2時45分
※ 車での来場はご遠慮ください
※ 千寿常東小学校は旧千寿第四小学校、千寿小学校は旧千寿第二小学校です

表2　 保健総合センター一覧

(乳)
医
療
証
を
発
送
し
ま
す

乳
幼
児
医
療
証
を
、1
0月
に
更
新

し
ま
す
。
現
在
お
使
い
の
医
療
証
の

有
効
期
限
は
9
月
匐
日
で
す
。1
0月
1

日
以
降
は
使
わ
ず
に
破
棄
し
て
く

だ
さ
い
。
新
し
い
医
療
証
(
淡
い
オ

レ
ン
ジ
色
)
は
9
月
2
5日
ご
ろ
発
送

し
ま
す
。

5
歳
以
上
で
、
保
護
者
の
所
得
超

過
な
ど
に
よ
り
今
回
対
象
と
な
ら
な

い
場
合
は
、
保
護
者
あ
て
に
資
格
消

滅
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。
現
在
通

院
中
で
資
格
が
消
滅
し
、
1
0月
1
日

以
降
に
通
院
す
る
場
合
は
、
資
格
が

消
滅
し
た
こ
と
を
医
療
機
関
に
伝
え

て
く
だ
さ
い
。

1
0月
1
日
以
降
に
5
歳
に
達
す
る

幼
児
(
1
0年
1
0月
2
日
か
ら
1
1年
9

月
1
日
生
ま
れ
)
に
つ
い
て
は
、
誕

生
月
の
末
日
(
1
日
生
ま
れ
の
方
は

前
月
の
末
日
)
の
有
効
期
限
付
き
の

医
療
証
と
な
り
ま
す
が
、
満
5
歳
の

到
達
月
に
所
得
判
定
を
行
い
、
制
限

内
の
方
に
は
医
療
証
を
、
超
過
の
方

に
は
資
格
消
滅
通
知
書
を
送
付
し
ま

す
。
問
先
=
児
童
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
4

乳
幼
児
す
こ
や
か
相
談

育
児
に
関
す
る
不
安
や
、ひ
と
り

で
悩
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。経
験
豊
か
な
公
立
・
私
立
保
育

園
の
職
員
が
対
応
し
ま
す
(
秘
密
厳

守
)
。日
時
=
毎
週
月
曜
～
金
曜

日
、午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
※
祝

日
を
除
く

場
所
=
公
立
・
私
立
保

育
園
全
園

対
象
=
育
児
に
関
す
る

不
安
や
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
(
保

育
園
に
通
っ
て
い
る
家
庭
に
限
り
ま

せ
ん
)

相
談
方
法
=
電
話
ま
た
は

面
接

問
先
=
保
育
課
保
育
指
導

子
育
て
の
悩
み
、気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
「
風
の
子
相
談
」

「子
ど
も
の
発
育
が
ち
ょ
っ
と
気

に
な
る
」
「子
ど
も
の
し
つ
け
が
う
ま

く
い
か
な
い
」な
ど
子
育
て
や
家
庭

に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応
じ
ま

す
。日
時
=
毎
週
月
曜
～
金
曜
日
。

午
前
9
時
～
午
後
5
時
※
祝
日
を

除
く

相
談
方
法
=
窓
口
/
電
話
/

フ

ァ

ク

ス
/
E

メ

ー

ル
/

訪

問

場

・
申

・
問

先
=

こ

ど
も

家

庭
支

援

セ
ン

タ
ー

(
3
6
0
6
)
1
3
3
3

(
3
6
0
6
)
7
4
4
4

k
a
z
e
n
o
k
o
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.

t
o
k
y
o
.
j
p

節
目
健
康
診
査

4
0
・
5
0
・
6
0
歳
に
な
る
方
を
対
象

に
、基
本
健
康
診
査
・
各
種
が
ん
検

診
・
歯
周
病
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
セ
ッ

ト
に
し
た
節
日
健
康
診
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。対
象
の
方
に
は
、年
4
回

に
分
け
て
お
知
ら
せ
と
申
込
書
を
送

付
し
て
い
ま
す
。対
象
=
昭
和
1
8

年
、2
8
年
、3
8
年
の
1
0
月
1
2
日
～
昭

和
1
9
年
、2
9
年
、3
9
年
の
1
月
1
0
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方
※
9
月
1
8
日

ご
ろ
に
送
付
し
ま
す
。希
望
者
は
早

め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。届
か

な
い
方
は
お
問
い
介
わ
せ
く
だ
さ

い
。ま
た
、1
月
1
1
日
以
降
の
誕
生

日
の
方
は
、1
2
月
中
に
発
送
し
ま
す

申
込
=
同
封
の
申
込
ハ
ガ
キ
に
必
要

事
項
を
明
記

期
限
=
1
0月
1
7日
消

印
有
効

問
先
=
成
人
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

9
月
2
4
日
～
3
0
日
は

結
核
予
防
週
間

結
核
の
早
期
発
見
に
は
、
定
期
的

に
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と
が
人
切

で
す
。1
年
以
上
結
核
の
検
診
(
レ

ン
ト
ゲ
ン
撮
影
)
を
受
け
て
い
な
い

方
は
受
診
し
ま
し
よ
う
。
日
程
等
=

表
3

対
象
=
1
6歳
以
上
の
区
民

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=

各
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
(
表
2
)

表3　 結核検診日程群

※ 場 所= 保 健 総 合 セ ン タ ー

区
立
あ
や
せ
保
育
園

病
後
児
保
育

日
時
=
毎
週
月
曜
～
土
曜
日
、午
前

8
時
匐
分
～
午
後
6
時
3
0
分
※
土

曜
日
は
午
後
1
時
ま
で

対
象
=
次

の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
…
区
内
在

住
/
保
育
園
な
ど
に
通
っ
て
い
る
1

歳
以
上
就
学
前
ま
で
の
児
童
/
病
気

の
回
復
期
の
た
め
集
団
保
育
が
困
難

で
あ
り
、
か
つ
保
護
者
が
勤
務
の
都

合
上
、
家
庭
で
保
育
が
で
き
な
い

定
員
=
4
人
(
1
日
)

費
用
=
1
日
2

千
知
円

※
上
曜
日
は
2
千
円

登
録
=
事
前
に
保
育
計
両
係
ま
た
は

各
公
立
・
私
立
保
育
園
で
登
録

申

込
=
あ
や
せ
保
育
園
へ
電
話
で
仮
予

約
後
。
医
師
に

「
病
後
児
保
育
室
利

用
連
絡
票
」
を
記
入
し
て
も
ら
い
、

そ
の
後
再
び
あ
や
せ
保
育
園
へ
電
話

で
利
川
日
時
を
予
約
す
る

※
一
つ

の
病
気
に
つ
き
7
日
以
内

申
先
=

あ
や
せ
保
育
園
病
後
児
保
育
室

(
5
6
9
7
)
5
4
0
1

問
先
=
保
育
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
8
7
3

す
く
す
く
ク
ラ
ブ
参
加
者
募
集

子
育
て
の
情
報
交
換
や
学
習
を
し

な
が
ら
友
達
の
輪
を
広
げ
ま
せ
ん

か
。日
時
=
1
0
月
～
1
6
年
3
月
の

毎
月
2
回
水
曜
日
、午
前
1
0
時
～
H

時
匐
分
対
象
=
第
1
子
で
、1
3
年

1
0
月
～
1
4
年
3
月
生
ま
れ
の
幼
児
と

そ
の
母
親

定
員
=
親
子
4
0組
(
先

着
順
)

場
・
申
・
問
先
=
中
央
本
町

保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
3
5
2

思
春
期
家
族
講
演
会

大
人
に
な
る
た
め
に
様
々
な
不
安

を
抱
え
て
成
長
す
る
思
春
期
の
子
ど

も
た
ち
。
家
族
と
し
て
ど
う
向
き
合

い
、
対
応
し
て
い
け
ば
良
い
か
を
考

え
ま
す
。
日
時
=
1
0月
2
日
啝
、午

後
2
時
匐
分
～
4
時

対
象
=
思
春

期
問
題
に
関
心
の
あ
る
家
族
・
関
係

者

講
師
=
田
熊
喜
代
巳
氏
(
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
ー
ペ
ア
代
表
)

定
員
=
4
0人
(
先
着
順
)

申
込
=
電

話

場
・
申
・
問
先
=
江
北
保
健
総
合

セ
ン
タ
ー
地
城
保
健
係

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

「
保
育
講
習
会
」

日
時
=
9
月
2
6
日
哨
午
前
1
0
時
～

午
後
4
時

対
象
=
区
内
在
住
で
フ

ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
提
供
会
員
の

登
録
希
望
者
ま
た
は
保
育
に
関
心
の

あ
る
方

内
容
=
子
ど
も
の
心
と
体

の
発
達
/
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
ほ
か

講
師
=
渋
谷
武
子
氏
(
I
・

S
キ
ャ
リ
ア
開
発
研
究
所
臨
床
心
理

士
)
定
員
=
闖
人
(
先
着
順
)
申

込
=
電
話
期
限
=
9
月
2
4
日
※

講
習
後
、子
育
て
を
支
援
す
る
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
提
供
会
員
に
登

録
で
き
ま
す
(
説
明
、登
録
手
続
き

は
午
後
4
時
～
4
時
必
分
ま
で
)
。く

わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

場
・
申
先
=
あ
い
あ
い
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー

問
先
=
あ
い
あ
い
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー(

3
8
5
6
)
0
2
7
4

子
育
て
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
2
6
6

み
ん
な
で
つ
く
る

健
康
あ
だ
ち
2
1

生
活
習
慣
を
見
直
し
て

み
ま
せ
ん
か
?

区
の
主
要
死
因
別
死
亡
者
数
を
み

る
と
、「
が
ん
」
「
心
疾
患
」「
脳
血
管

疾
患
」
の
生
活
習
慣
病
が
総
死
亡
者

数
の
6
割
を
占
め
、
全
国
的
に
も
同

じ
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。
生
活
習
慣

病
に
関
係
の
あ
る
代
衣
的
な
7
つ
の

生
活
習
慣
は
、
喫
煙
・
お
酒
の
飲
み

過
ぎ
・
脂
肪
の
取
り
過
ぎ
・
ス
ト
レ

ス
過
剰
・
運
動
不
足
・
塩
分
の
取
り

過
ぎ
・
食
べ
過
ぎ
で
す
。

区
で
は
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
や

節
目
健
康
診
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

各
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
(
表
2
)
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
区
オ
リ
ジ
ナ
ル
「
転
倒
予
防
体
操
」

ビ
デ
オ
を
配
付
し
ま
す

方
法
=
事
前
に
電
話
予
約
を
し
、
1
2
0

分
の
新
品
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
(
V
H
S
)
を

持
参
。「
転
倒
予
防
体
操
」の
テ
ー
プ

と
引
き
換
え

※
郵
送
不
可

場
・

申
・
問
先
=
足
立
保
健
所
調
整
(
区

役
所
南
館
2
階
)

安
全
・

安
心

ま
ち
づ
く
り
第
2
回

あ
な
た
の
家
は
大
丈
夫
?

自
宅
の
周
囲
を
点
検
し
て
み
ま
し

ょ
う
。「
空
き
巣
ね
ら
い
の
足
場
と
な

る
よ
う
な
は
し
ご
や
大
き
な
ポ
リ
バ

ケ
ツ
な
ど
を
放
置
し
て
い
ま
せ
ん

か
」「
玄
関
ド
ア
の
か
ぎ
は
ピ
ッ
キ
ン

グ
に
耐
え
ら
れ
ま
す
が
」「
窓
に
防
犯

フ
ィ
ル
ム
を
張
る
な
ど
の
対
策
を
し

て
い
ま
す
か
」
区
内
で
は
住
宅
や
事

務
所
な
ど
に
侵
入
し
金
品
を
盗
む
侵

入
窃
盗
が
、1
4年
に
千
調
件
発
生
し

て
い
ま
す
。

手
口
が
多
様
化
し
て
い
る
侵
人
窃

盗
を
防
止
す
る
に
は
ま
ず
、
一
人
ひ

と
り
が
防
犯
を
心
掛
け
る
こ
と
が
必

要
で
す

。
家
屋
と
塀
の
間
に
ト
タ
ン

板
を
置
き

、
侵
入
し
た
ら
音
が
出
る

よ
う
に
工
夫
を
す
る
方
法
も
あ
り
ま

す

。
侵
入
窃
盗
は
ち
ょ
っ
と
し
た
工

夫
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す

。

さ
ら
に

、
防
犯
は

「
地
城
の
輪

」

も
大
切
で
す

。
隣
近
所
で
防
犯
に
つ

い
て
話
し
合
っ
た
り

。
町
会
や
自
治

会
な
ど
で
ま
ち
の
危
険
箇
所
を
チ
ェ

ッ
ク
し
て
い
る
地
域
で
は
、
不
審
者

が
発
見
さ
れ
や
す
く

、
犯
罪
の
発
生

が
少
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

。

安
全
は

「
防
犯
意
識
の
高
揚
・
地

域
の
目
配
り

」
が
重
要
で
す

。
区
、

警
察

、
町
会
・
自
治
会
が
お
互
い
協

力
し
合
い

。
安
心
し
て
住
め
る

「
わ

が
ま
ち

」
を
育
て
ま
し
ょ
う

。

《
地
域
活
動
支
援
係

》
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食
と
健
康
教
室
(
2
日
制
)

め
ざ
せ
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ズ
ダ
ウ

ン
。体
に
や
さ
し
い
ダ
イ
エ
ッ
ト
方

法
を
学
び
ま
す
。日
時
=
9
月
2
4

日
附
・
1
0
月
1
日
南
、い
ず
れ
も
午

後
1
時
3
0
分
内
容
=
ヘ
ル
シ
ー
メ

ニ
ュ
ー
/
ウ
エ
ス
ト
を
細
く
す
る
体

操
定
員
=
2
6
人
(
先
着
順
)
申
込

=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
竹
の
塚

保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
保
健
栄
養

(
3
8
5
5
)
4
1
6
6

糖
尿
痢
予
防
教
室
(
2
日
制
)

糖
尿
病
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
適
正
カ

ロ
リ
ー
を
知
っ
て
、自
分
に
あ
っ
た

生
活
習
慣
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
。

日
時
=
9
月
2
5
日
Ⅲ
・
1
0
月
I
日
叫

い
ず
れ
も
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0

分

対
象
=

血
糖
が
気
に
な
る
方

(糖
尿
病
の
治
療
中
で
な
い
方
)
。肥

満
度
が
高
い
方

内
容
=
糖
尿
病
と

は
/
あ
な
た
の
食
事
大
丈
夫
?
/
運

動
に
つ
い
て
/
今
か
ら
始
め
る
口
の

中
の
ヶ
ア

定
員
=
叨
人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
東

和
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

講
演
会
「
身
体
と
心
に
優

し
い
お
酒
の
飲
み
方
」

日
時
=
9
月
2
6
日
啣
、午
後
2
時
3
0

分
～
4
時

場
所
=
東
和
地
城
学
習

セ
ン
タ
ー

内
容
=
健
康
に
焦
理
の

な
い
お
酒
と
の
つ
き
あ
い
方
/
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
の
予
防

講
師
=
後

藤
恵
氏
(
成
増
厚
生
病
院
医
師
)

定

員
=
5
0人
(
先
着
順
)

申
・
問
先
=

東
和
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
城
保
健

係
　
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

ふ
れ
あ
い
ク
ッ
キ
ン
グ

塩
分
や
脂
肪
、カ
ル
シ
ウ
ム
を
考

え
た
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
料
理
を
食
生

活
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
(
栄
養
改
善
推
進

員
)
と
楽
し
く
作
り
ま
す
。日
時
=

9
月
3
0
日
㈹
、午
後
2
時
～
4
時

場
所
=
青
少
年
セ
ン
タ
ー

内
容
=

生
活
習
慣
病
に
つ
い
て
/
食
生
活
と

調
理
の
ポ
イ
ン
ト
/
簡
単
な
調
理
実

習

定
員
=
頒
人
(
先
着
噸
)

費
用
=

釖
円
(
材
料
費
)

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
東
和
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー
保
健
栄
養
係

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

第
2

回
シ
ニ
ア
・
ピ
ア
・

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
養
成
講
習
会

孤
独
感
を
抱
え
る
高
齢
者
と
仲
間

と
し
て
語
り
合
う
「
語
ら
い
パ
ー
ト

ナ
ー
」
を
養
成
す
る
講
習
会
で
す
。

日
程
=
1
月
4
日
～
1
2
月
1
6
日
の
毎

週
火
曜
日
、
午
前
9
時
3
0
分
～
午
後

5
時
場
所
=
勤
労
福
祉
会
館
お
よ

び
区
役
所
対
象
=
次
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
方
…
5
5
歳
以
上
の
区
民
/

足
立
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ

ん
し
ん
協
力
員
に
登
録
し
て
訪
問
活

動
が
で
き
る
/
全
7
回
受
講
で
き
る

内
容
=
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
高
齢
者

の
心
理
に
つ
い
て
の
講
義
/
模
擬
練

習
ほ
か
定
員
=
匐
人
(
選
考
)
申

込
=
申
込
書
に
釦
円
切
手
を
張
っ
た

返
信
用
封
筒
(
郵
便
番
号
、住
所
、

氏
名
を
記
入
)
を
添
え
て
在
宅
支
援

係
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
※
申
込
書

は
9
月
1
6
日
か
ら
在
宅
支
援
係
、在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、各
福
祉
事

務
所
で
配
布
期
限
=
1
0
月
2
日
必

着
申
・
問
先
=
在
宅
支
援
係
〒

1
2
0
・
8
5
1
0
中
央
本
町
1
1
1
7
1

1
　
(
3
8
8
0
)
5
2
5
7

訪
問
介
護
員
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

高
齢
者
向
け
の
調
理
と
栄
養
管
理

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
日
時
等
=

表
4

場
所
=
梅
田
地
域
学
習
セ
ン

タ
ー

対
象
=
区
内
訪
問
介
護
事
業

所
で
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
働
い
て
い
る

方
定
員
=
各
回
3
0
人
(
先
着
順
)

費
用
=
I
回
に
つ
き
沺
円
(
材
料
費
)

申
先
=
所
属
す
る
事
業
所

※
個
人

で
の
申
し
込
み
は
不
可

問
先
=
高

齢
サ
ー
ビ
ス
課
高
齢
計
画

(
3
8
8
0
)
5
8
8
5

表4　 訪問介護員スキルアップ研修

※いずれも火曜日
※ 希望する回のみの申し込みも可。昼・
夜は月じ内容

健
康
あ
だ
ち
2
1「
第
3
0回

足
立
区
民
健
康
ま
つ
り
」

日
時
=
9
月
匐
日
出
、午
後
2
時
～

4
時

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー

ル
・
I
階
区
民
ロ
ビ
ー

内
容
=
足

在
区
医
師
会
、
歯
科
医
師
会
、
薬
剤

師
会
、
柔
道
接
骨
師
会
、
助
産
師
会

と
区
の
共
催
に
よ
る
無
料
健
康
相
談
/

各
種
検
診
/
歯
の
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
作
品
展
示
ほ
か

問
先
=
衛

生
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
1

足
立
区
歯
科
医
師
会

(
3
8
8
2
)
7
3
3
7

東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ

ス
の
更
新
交
付
中

①
1
5
年
9
月
3
0
日
ま
で
有
効
の
バ
ス

券
を
持
っ
て
い
る
方
…
朏
東
京
バ
ス

協
会
か
ら
シ
ル
バ
ー
パ
ス
更
新
申
込

書
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。
指
定
の
交
付

日
・
会
場
を
確
認
し
て
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
※
更
新
申
込
書
が

届
い
て
い
な
い
方
は
、
咄
東
京
バ
ス

協
会
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

②
7
0
歳
以
上
で
9
月
3
0
日
ま
で
有
効

の
バ
ス
券
を
持
っ
て
い
な
い
方
(
紛

失
を
含
む
)
…
今
回
の
一
斉
更
新
会

場
で
は
パ
ス
券
の
交
付
は
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。1
0月
I
日
以
降
バ
ス
営
業

所
な
ど
で
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
咄
東
京
バ
ス
協
会

(
5
3
0
8
)
6
9
5
0

在
宅
支
援
係(

3
8
8
0
)
5
2
5
7

東
京
都
調
理
師
試
験

願
書
配
布
中

配
布
場
所
=
足
立
保
健
所
、各
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー
(
表
2
)
申
込
=
1
0

月
I
日
～
1
0
日
に
願
書
を
都
庁
へ
郵

送
試
験
日
=
1
1月
2
3日
椥
問
先
=

食
品
保
健
係(3

8
8
0
)
5
3
6
3

英
国
式
犬
の
し
つ
け
方
教
室

犬
と
一
緒
に
、し
つ
け
方
の
基
本

を
学
び
ま
す
。日
時
=
1
0
月
1
8
日

出
、午
後
1
時
3
0
分
～
4
時
場
所

=
第
一
中
学
校
講
師
=
本
荘
完
氏
　

(
シ
ッ
ス
ル
ド
ッ
グ
ス
ク
ー
ル
校

長
)
定
員
=
同
人
(
抽
選
)
申
込

=
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、電

話
番
号
、参
加
人
数
、飼
い
犬
の
種

類
と
年
齢
、飼
い
犬
で
困
っ
て
い
る

こ
と
を
明
記
※
当
日
は
犬
を
連
れ

て
こ
な
い
で
く
だ
さ
い
期
限
=
9

月
3
0
日
必
着
申
・
問
先
=
足
立
保

健
所
生
活
衛
生
係
〒
1
2
0
・
0
0
1

1
中
火
本
町
1
1
5
-
3

(
3
8
8
0
)
5
3
6
1

歩

きタ バコ
は

やめ
てっ

!

足 立区 まちを きれ いにす る条例

問 先= 地 域活動 支援 係
3880- 5856

人
権
と
同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

「
子
ど
も
の
人
権
問
題
」

少
子
高
齢
化
や
高
度
情
報
化
な
ど

の
杜
会
環
境
の
変
化
は
、
子
ど
も
に

様
々
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
中

で
も
日
常
生
活
に
お
け
る
体
験
や
人

と
の
関
わ
り
な
ど
の
不
足
が
、
社
会

性
や
思
い
や
り
の
心
を
育
て
に
く
く

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
の

発
達
に
よ
る
情
報
の
は
ん
濫
や
性
の

商
品
化
な
ど
の
社
会
風
糊
は
、
子
ど

も
の
健
全
な
発
違
を
阻
害
し
て
い
る

と
も
言
え
ま
す
。

子
ど
も
に
対
す
る
虐
待
(
身
体
的

虐
待
、
心
理
的
虐
待
、
性
的
虐
待
、

養
育
の
怠
慢
・
拒
否
)
や
体
罰
、
い

じ
め
は
、
子
ど
も
の
健
全
な
発
達
を

阻
害
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
人
権
を

損
な
う
重
大
な
問
題
で
す
。

近
年
急
増
し
て
い
る
児
童
虐
待
に

対
応
す
る
た
め
、1
2年
H
月
に

「児

童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
法
律
は
、

虐
待
の
禁
止
を
明
確
に
打
ち
出
し
、

学
校
な
ど
関
係
機
関
の
職
員
や
弁
護

士
に
早
期
発
見
の
努
力
義
務
、
虐
待

発
見
者
に
児
童
相
談
所
へ
の
通
告
義

務
を
課
す
な
ど
の
対
策
を
定
め
て
い

ま
す
。

区
で
は
児
童
虐
待
の
対
応
に
つ
い

て
、
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
、

児
童
相
談
所
、
保
健
所
、
福
祉
事
務

所
、
教
育
委
員
会
事
務
局
、
警
察
署
、

そ
し
て
民
生
・
児
童
委
員
な
ど
関
係

機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
り
、

連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
は
さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち
を

保
護
の
対
象
と
い
う
だ
け
で
は
な

く
、
権
利
の
主
体
と
い
う
視
点
に
立

ち
、
子
ど
も
の
人
権
を
尊
取
す
る
社

会
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
　
　
　
《
人
権
・
同
和
係
》

選
挙
豆
知
識

不
起
訴
に
は
1
1人
の
審
査
の
目

～
検
察
審
査
会
制
度
～

交
通
事
故
や
傷
害
な
ど
の
事
件
に

遭
い
、
加
害
者
を
告
訴
し
た
が
不
起

訴
に
な
っ
た
と
い
う
不
満
を
持
つ
方

の
た
め
に
、
検
察
審
査
会
制
度
が
あ

り
ま
す
。

検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
有
す

る
国
民
の
中
か
ら
無
作
為
に
選
ば
れ

た
1
1人
の
検
察
審
査
員
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
検
察
審
査
員
は
事
件
の

記
録
を
調
べ
た
り
、
証
人
を
呼
ぶ
な

ど
し
、
事
件
が
不
起
訴
に
な
っ
た
こ

と
が
適
切
だ
っ
た
か
を
一
般
国
民
の

視
点
で
審
査
し
ま
す
。審
査
の
結
果
、

「
さ
ら
に
く
わ
し
く
捜
査
す
べ
き
で

あ
る
」
(不
起
訴
不
当
)
、「
起
訴
を
す

べ
き
で
あ
る
」
(起
訴
相
当
)
と
い
う

議
決
に
達
す
れ
ば
、
検
察
官
は
こ
の

議
決
を
参
考
に
事
件
を
再
度
検
討

し
、
起
訴
が
相
当
で
あ
る
と
の
結
論

に
達
す
れ
ば
、
起
訴
の
手
続
き
が
と

ら
れ
ま
す
。
※
審
査
の
申
し
立
て

や
相
談
は
無
料
で
す
(
秘
密
厳
守
)

申
・
問
先
=
東
京
第
一
・
第
二
検
察

審
査
会
事
務
局(

3
5
8
1
)
5
4
1
1

《
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
》

9月20日～26日は
動 物 愛 護 週 間

□ 動 物は 責任と愛情をもって飼いまし ょう
愛犬が嗚き 声やふんなどで 近所に迷感をか

け ていませんか。 犬は人間社会に受け 入れら
れるようにしつけることが大切です。 また、
交通 事情や住宅 事情を考えると、都会で 錨を
飼う 場合は 屋内で 飼育するよ うにし まし ょ

う。 問先= 生活衛生係　　　3880- 5361
□ 動物ふれあいフェステ ィバル
日時等= 表5 問 先= 都・健康局環境衛生課

5320 ―4412
区・生活衛生係　3880- 5361

表5　 動物ふれあいフェスティバル日程

男女参 画プラ ザのお知らせ
フ ェミ ニ スト セ ラピ ー 講 座「語 り 合 い の ワ ー ク 」

日時=10月7日～11月25日の毎週火曜日( 全8回) 、午後
6時45分～8時諂分対象=区内在住の女性内容=ダ

イエット ・体型・ 美容、ちょっと 気になることをみんな

で話してみよう 定員=15 人( 先着順) 申込= 電 話・フ

ァクス・E メー ルで住所、氏名、 年齢、電話 番号を連絡
※ 保 育要相談 期限=9 月25日 申先= 志自 岐 亜都子

(ヴ ィ・アイム代表) 　　　　　　 ・FAX3853―8169
口nar i t a@adachi . ne. j p

場・問先= 男女参画プ ラザ　3880- 5222
男 女 参 画 講 座

□ 区 政 参 画 塾 パ ート2( 全8 回)

日時=10月8日～12月3日の毎週水曜日、午後7時～9
時 ※ 11月5 日は除く 内容= 「あなた も男女共同 参画

の地域リーダ ーに」 講師= 井堀利宏氏( 東京 大学教授)・

駒村康平氏( 東洋 大学助教授) ・大海篤 子氏( 立教大学講
師) ほ か

□ 「大丈 夫で すか?　 あな たの お子 さん」( 全4 回)

パートナーと一緒に参加してください。日時・内容・
講師=①9月21日…「今や12歳のふつうの子まで犯罪」青

木信人氏②28H・・・「少女たちにも危険がいっぱい」いの

うえせつこ氏③10月19日…「今こそ父観の出番」芹沢俊
介氏④26日…「問われている男たちの生き方」豊田正義

氏、午後I時30分～3時30分※ いずれも日曜日
――いずれも――

対象= 区内 在住・在勤・在学の 方 定員=40 人( 先 着順)

申込= 電話またはフ ァクスで住所、氏名、電話番号、 年

齢を連絡 ※ 保育あり( 6 ヵ月以 上就学前、定員15人)
場・申 ・問 先= 男女参画ブ ラザ　　3880- 5222

3880 ―0133
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秋
の
足
立
区
交
通
安
全
運
動
　
9
月
2
1
日
～
3
0
日

お
もい
や
り
　人
に
車
に
　こ
の
街
に

「
お
先
に
ど
う
ぞ
」
…
道
路
で
だ
れ
か
に
道
を
譲
ら
れ
た
ら
、
今
度
は
自
分
も
だ
れ
か
に
譲
り
た
く

な
っ
た
…
、
そ
ん
な
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

一
つ
の
ル
ー
ル
違
反
が
多
く
の
危
険
や
迷
惑
行
為
を
招
く
よ
う
に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
相
手
を

思
い
や
る
気
持
ち
が
、
交
通
安
全
の
輪
と
な
っ
て
、
多
く
の
交
通
事
故
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

今
回
は
、
区
内
で
多
発
し
て
い
る
自
転
車
事
故
の
主
な
原
因
で
も
あ
る

『
自
転
車
の
ル
ー
ル
・
マ
ナ

ー
違
反
』
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

運
動
の
重
点

・
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
、
特

に
薄
暮
時
に
お
け
る
歩
行
中
の

事
故
防
止

・
二
輪
車
・
自
転
車
の
交
通
事
故

防
止

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
着
用
の
徹
底

あ
な
た
の
自
転
車
利
用
マ
ナ
ー
度
を
チ
ェ
ッ
ク

あ
な
た
の
マ
ナ
ー
は
ど
う
で
す
か
?

あ
て
は

ま
る
印
を
□
に
書
き
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

は
い
↓

○
　ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
↓
△
　
い
い
え
↓
×

□
　
①
決
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
正
し
く
駐
輪
し
て
い
る

□
　
②
幼
児
を
2
人
以
上
補
肋
イ
ス
に
乗
せ
て
い
な
い

□
　
③
信
号
を
い
つ
も
守
っ
て
い
る

□
　
④
走
行
中
に
携
帯
電
話
は
使
用
し
な
い

□
　
⑤
並
ん
で
走
行
し
な
い

□
　
⑥
車
道
で
は
、
左
側
端
を
走
行
し
て
い
る

□
　
⑦
2
人
乗
り
は
し
な
い

□
　
⑧
「
止
ま
れ
」
の
標
識
の
あ
る
場
所
で
は
、
必
ず
止
ま
っ

て
左
右
の
安
全
を
確
か
め
て
い
る

□
　
⑨
駐
停
車
車
両
を
避
け
る
場
合
、
安
全
を
確
か
め
て
い
る

□
　
⑩
歩
道
で
は
車
道
よ
り
を
走
行
し
、
歩
行
者
の
通
行
を
妨

げ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る

※
①
～
⑩
は
、
上
の
図
中
の
番
号
と
対
応
し
て
い
ま
す

す
べ
て

○の
人
…
自
転
車
利
用
マ
ナ
ー
の
上
級
者
で
す
。
引

き
続
き
交
通
安
全
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

○
が
多
い
人
…
自
転
車
利
用
マ
ナ
ー
の
中
級
者
で
す
。こ
れ

か
ら
も
油
断
を
せ
ず
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

△
が
多
い
人
…
注
意
。
自
転
車
利
用
の
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
を

心
掛
け
て
、
い
つ
も
交
通
ル
ー
ル
を
守
れ
る

よ
う
に
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

×
が
多
い
人
…
危
険
!
　
自
転
車
利
用
の
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
が

必
要
で
す
。
今
す
ぐ
交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー

を
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

二
輪
車
・
自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
プ
ラ
ン
実
施
中

区
内
4
警
察
署
で
は
、
二
輪
車
・

自
転
車
ス
ト
ッ
プ
作
戦
な
ど
の
街
頭

活
動
を
通
じ
、交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
・

マ
ナ
ー
向
上
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

問
先
=
千
住
警
察
署

(
3
8
7
9
)
0
1
1
0

西
新
井
警
察
署(3

8
5
2
)
0
1
1
0

綾
瀬
番
察
署(

3
6
2
0
)
0
1
1
0

竹
の
塚
警
察
署(3

8
5
0
)
0
1
1
0

「つぃ…」では済まされない自転車に乗る人のマナー。あ な た は 大 丈 夫?自転車に 乗ったらあなたもド ライバー
自転車は「車の仲間」です。ルール違反をすると

罰則があります( 表1) 。交通ルールを守り、安全運

転を心掛け ましょう。

表1　 自転車の主な罰則一覧

表2　 都内自転車事故
の主な原因
( 14年中)

表3　区内交通事故死傷者数
( 15年上半期)

表4　 交通安全 運動の行事

○ …きちんとマナー　

を守っています

× = ルール違反です

反
射
材
プ
レ
ゼ
ン
ト

抽
選
で
3
0
人
の
方
に
、夜
間
の
事

故
防
止
に
役
立
つ
反
射
材
セ
ッ
ト
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
※
当
選
者

の
発
表
は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
を

も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

申
込
=
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
。
年

齢
、
電
話
番
号
、
右
上
図
の
中
で
あ

な
た
が
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
違
反

が
あ
れ
ば
そ
の
羇
号
を
明
記
期
限

=
9
月
3
0
日
必
着
申
・
問
先
=
交

通
安
全
係

〒
闥
・
8
5
1
0

中
央

本
町
1
-
1
7
-
1

(
3
8
8
0
)
5
9
1
2

( A) 反射材付きキーホルダー( B)
反射腕章( C) 反射買い物袋( フ
クロウ柄) ( D) サイクルピアス
( E) カゴ用反射テープ( F) スポー
クリフレクター( G) 反射シール

お
問
い
合
わ
せ
は

交
通
安
全
係
　

(
3
8
8
0
)
5
9
1
2

放
置
自
転
車
保
管
場
所

返
還
日
時
=
毎
週
月
曜
～
土
曜
日
・

第
4
日
曜
日
、午
前
9
時
～
午
後
6

時

休
業
日
=
日
曜
日
(
第
4
=

曜

日
を
除
く
)
・
祝
日
・
第
4
日
曜
日

の
翌
日
・
年
末
年
始

撒
去
料
=
2

千
円

※
身
分
証
明
書
、
自
転
車
の

か
ぎ
な
ど
を
持
参

表5　 放 置 自 転 車 保 管 場 所

自
転
車
放
置

禁
止
区
域

問
先
=
自
転
車
係

(
3
8
8
0
)
5
9
1
4

京成関屋・牛田駅周辺

西新井駅周辺 小菅駅周辺

大師前駅周辺 五反野駅周辺

北綾瀬駅周辺 梅島駅周辺

綾瀬駅周辺 北千佳駅周辺

竹ノ塚駅周辺 千住大橋駅周辺

屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
新予
約
シ
ステ
ム

1
0月
1
日
か
ら
、
従
来
の
ハ
ガ
キ

で
の
申
し
込
み
に
加
え
、
区
内
の
セ

ブ
ン
・
イ
レ
ブ
ン
の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー

機
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
・
野
球
場
・
運
動
場
の
抽
選
申

し
込
み
・
仮
予
約
・
使
用
料
支
払
い

な
ど
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

新
予
約
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
に
は

事
前
の
利
用
者
登
録
が
必
要
で
す
。

登
録
は
公
社
窓
口
で
行
い
ま
す
。

抽
選
申
し
込
み
に
よ
る
受
け
付
け

①
申
込
月
の
2
ヵ
月
先
の
抽
選
に
参

加
で
き
ま
す
。
セ
ブ
ン
・
イ
レ
ブ
ン

の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
申
し
込
み
ま
す
。
入
力
可
能

期
間
は
毎
月
1
=
～
2
5
日
で
す
。

②
抽
選
結
果
は
申
込
月
の
お
お
む
ね

2
8
日
に
発
表
し
ま
す
。
セ
ブ
ン
・
イ

レ
ブ
ン
の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
ハ
ガ
キ
申
し
込
み
を
除
き
、
郵

送
で
の
結
果
通
知
は
行
い
ま
せ
ん
。

③
当
選
者
の
施
設
使
用
料
支
払
い

は
、
第
2
水
曜
=
か
ら
受
け
付
け
ま

す
。
セ
ブ
ン
・
イ
レ
ブ
ン
で
の
支
払

い
に
は
払
込
依
頼
票
が
必
要
で
す
の

で
、
セ
ブ
ン
・
イ
レ
ブ
ン
の
マ
ル
チ

コ
ピ
ー
機
や
自
宅
の
プ
リ
ン
タ
ー
で

印
刷
し
て
く
だ
さ
い
。

一

般
受

付

□
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン

①
店
舗
の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
仮
予

約
し
ま
す
。

②
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
か
ら
払
込
依
頼

票
を
印
刷
し
ま
す
。

③
そ
の
店
舗
の
レ
ジ
で
使
用
料
を
支

払
い
ま
す
(
払
込
依
頼
票
を
印
刷
後

3
0
分
以
内
)
。

□
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

①
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
仮
予
約
し
、

払
込
依
頼
票
を
自
宅
の
プ
リ
ン
タ
ー

で
印
刷
し
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の

と
き
、
払
込
番
号
を
取
得
し
な
か
っ

た
場
合
は
、
セ
ブ
ン
・
イ
レ
プ
ン
の

マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
も
印
刷
で
き
ま

す②
印
刷
し
た
払
込
依
帳
票
に
よ
り
。

セ
ブ
ン
・
イ
レ
ブ
ン
の
レ
ジ
、
ま
た

は
公
杜
窓
口
で
使
用
料
を
支
払
っ
て

く
だ
さ
い
。

問
先
=
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
　
(
3
8
5
9
)
8
2
1
1

お口の健康は 元気の源
高齢期の歯の健康教室

口
は
、
歯
や
歯
ぐ
き
・

唇
・
舌
・
頬
・
だ
液
な
ど
の

働
き
に
よ
り
、
食
べ
る
・
味

わ
う
・
話
を
す
る
な
ど
人

切
な
役
剤
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
高
齢
期
を
健
康
で

生
き
生
者
と
過
ご
す
た
め

に
、
歯
や
口
の
健
康
づ
く

り
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

□
始
め
よ
う

楽
し
い
口
腔
ケ
ア

日
時
=
1
0
月
6
日
卵
、午
後
2
時
～

4
時

場
所
=
学
び
ピ
ア
2
1

内
容

等
=
▽
講
演
・
:
「お
口
の
ヶ
ア
で
寝

た
き
り
予
防
」・
菊
谷
武
氏
(
日
本
歯

科
大
学
講
師
)

▽
体
験
・・・「
お
口
の

乾
燥
度
チ
ェ
ッ
ク
・
だ
液
腺
の
マ
ッ

サ
ー
ジ
な
ど
」・
歯
科
衛
生
士

※
千

住
ブ
ロ
ッ
ク
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
の
共
催
で
介
護
相
談
も
行
い
ま
す

定
員
=
5
0
人
(先
肴
順
)

申
込
=
電

話

申
・
問
先
=
千
住
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
庶
務
係(

3
8
8
8
)
4
2
7
7

□
お
口
の
乾
燥
と
だ
液
の
働
き
(
2

日
制
)

日
時
等
=
表
6
対
象
=
印
歳
以
上

の
区
民
定
員
=
3
0
人
(
先
着
噸
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
東

和
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
歯
科
保
健

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

表6　 お口の乾燥とだ液の働き( 2 日制)

※ 時間はいずれも、午前9時30分～11時30分

新
交
通
シ
ス
テ
ム
!

日
暮
里
・
舎
人
線

日
暮
里
・
舎
人
線
は

モ
ノ
レ
ー
ル
?

「
日
暮
里
・
舎
人
線
は
モ
ノ
レ
ー
ル

で
す
か
」
と
い
う
質
問
を
よ
く
受
け

ま
す
。「モ
ノ
」
は
、
ギ
リ
シ
ヤ
語
で

「
一
つ
」
を
意
味
し
、
1
本
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
軌
道
け
た
を
東
京
モ
ノ
レ

ー
ル
の
よ
う
な
「
こ
座
式
」、
あ
る
い

は
千
葉
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
の
よ
う
な

「
縣
垂
式
」
で
走
行
す
る
交
通
機
関

が
モ
ノ
レ
ー
ル
で
す
。

日
暮
里
・
舎
人
線
は
、
モ
ノ
レ
ー

ル
で
は
な
く
、
ゆ
り
か
も
め
と
同
じ

新
交
通
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
い
ま

す
。
道
路
上
空
の
専
用
軌
道
を
走
行

す
る
こ
と
な
ど
、
モ
ノ
レ
ー
ル
に
似

て
い
ま
す
が
。
走
行
シ
ス
テ
ム
が
異

な
っ
て
い
ま
す
。
日
暮
里
・
舎
人
線

は
ゴ
ム
タ
イ
ヤ
で
走
行
し
、
車
両
側

方
に
張
り
出
し
た
案
内
輪
が
案
内
軌

条
に
誘
導
さ
れ
る
方
式
で
す
。

新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
は
、

①
安
全
性
・
信
頼
性
・・・
高
架
専
用
軌

道
を
走
行
す
る
の
で
、
交
通
渋
滞
や

交
通
事
故
の
心
配
が
な
く
、
定
時
運

行
が
可
能

②
低
公
有
性
・
:動
力
は
電
気
。
排
気

ガ
ス
が
出
ず
、
環
境
に
や
さ
し
い

③
快
適
性
・・・
車
輪
は
ゴ
ム
タ
イ
ヤ
を

使
用
し
て
い
る
の
で
、
騒
音
・
振
動

が
小
さ
く
、
快
適
な
乗
り
心
地

④
運
行
の
多
様
性
・・・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

を
高
度
に
利
用
し
て
い
る
た
め
、
多

様
な
運
行
が
可
能

⑤
経
済
性
…
道
路
上
空
を
利
用
し
、

車
両
を
小
型
軽
量
化
す
る
こ
と
で
、

建
設
費
が
地
下
鉄
に
比
べ
経
済
的

な
ど
の
点
で
す
。

問
先
=
日
暮
里
・
舎
人
線
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
7
1
8▲ 新交 通システムの走る

仕組み
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納
税
の
相
談
は
お
早
め
に

1
5年
度
第
2
期
の
特
別
区
民
税
・

都
民
税
の
納
期
限
(
9
月
1
日
)
が

過
ぎ
ま
し
た
。
納
期
限
後
は
、
延
滞

金
(
年
率
1
4・
6
%
)

が
加
算
さ
れ

る
だ
け
で
な
く
、
引
き
続
き
納
付
さ

れ
な
い
と
き
に
は
。
差
し
押
さ
え
な

ど
の
処
分
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
事
情
が
あ
っ
て
納
付
で
き
な
い

場
合
や
そ
の
他
不
明
な
点
が
あ
る
と

き
は
、早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
納
税
第
一
・
第
二
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
6

・
7

休
日
納
税
・
納
付
相
談

「
区
・
都
民
税
」
「
国
民
健
康
保
険

料
」
「
介
護
保
険
料
」
の
休
日
納
税
・

納
付
相
談
を
行
い
ま
す
。
日
時
=

9
月
2
8
日
鬪
。
午
前
9
時
～
午
後
4

時

場
所
=
区
役
所

問
先
=
納
税

第
一
・
第
二
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
6

・
7

こ
く
ほ
年
金
課
納
付
相
談
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
3

介
護
保
険
課
収
納
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
7
4
4

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
方
に
は

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。
対
象
=

①
前
年
の
所
得
が
少
な
い
方

②
失

業
中
な
ど
の
方

※
申
請
者
本
人
、

配
偶
者
、
世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年

所
得
に
よ
り
判
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
1
4

年
中
の
収
入
の
確
定
申
告
ま
た
は

住
民
税
の
申
告
が
済
ん
で
い
る
こ
と

が
必
要
で
す

必
要
な
も
の
=
今
年

の
1
月
2
=
以
降
に
区
内
へ
転
入
し

た
方
は
所
得
証
明
な
ど

※
②
の
方

は
、
雇
用
保
険
資
格
受
給
者
証
・
離

職
票
な
ど
も
必
要
に
な
り
ま
す

ま
た
、
学
生
に
は
学
生
納
付
特
例

制
度
が
あ
り
ま
す
。
学
生
証
(
写
し

も
可
)
ま
た
は
在
学
証
明
書
と
年
金

手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

免
除
・
学
生
納
付
特
例
は
、
申
請

月
の
前
月
か
ら
対
象
と
な
り
ま
す
。

問
先
=
年
金
適
川
係

(
3
8
8
0
)
5
8
4
4

国
民
健
康
保
険
証
の
再
交
付

保
険
証
は
、
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
こ
と
を
示
す
証
明
書
で
、
病

院
に
か
か
る
と
き
の
受
診
券
で
す
。

か
か
り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん
で
受
診

す
る
と
き
で
も
月
に
一
度
、
保
険
証

を
提
示
し
ま
し
ょ
う
。
保
管
に
は
十

分
気
を
つ
け
、
他
人
と
の
貸
し
借
り

は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
保

険
証
を
紛
失
・
汚
損
し
た
と
き
は
再

交
付
し
ま
す
。
持
参
す
る
も
の
=

住
所
・
氏
名
を
確
認
で
き
る
も
の
(
保

険
料
の
領
収
書
な
ど
)

交
付
方
法
=

郵
送

※
顔
写
真
付
き
で
住
所
・

氏
名
が
確
認
で
き
る
も
の
(
運
転
免

許
証
な
ど
官
公
署
発
行
で
特
殊
加
工

の
も
の
)
を
持
参
し
た
場
合
、
本
人

確
認
の
う
え
窓
口
で
交
付
し
ま
す

申
・
問
先
=
こ
く
ほ
年
金
課
資
格
賦

課
係
　
(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

学
校
希
望
選
択
票
と
就
学
時

健
康
診
断
受
診
通
知
書
の
送
付

1
6年
4
月
に
区
立
小
・
中
学
校
へ

入
学
す
る
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
、

学
校
選
択
の
た
め
の
希
望
選
択
票
を
9

月
2
6日
ご
ろ
に
発
送
し
ま
す
。
希

望
選
択
票
が
届
い
た
ら
、
入
学
希
望

の
学
校
名
を
記
入
し
て
1
0
月
割
日
ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出

場
所
・
方
法
=
▽
小
学
校
に
入
学
…

同
封
の
封
筒
で
、就
学
係
へ
郵
送
ま

た
は
持
参
(
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
)

▽
中
学
校
に
人
学
・
:
在
学
の
区
立
小

学
校
に
提
出
▽
区
立
小
学
校
に
在

学
し
て
い
な
い
方
…
同
封
の
封
筒

で
、就
学
係
に
郵
送
ま
た
は
持
参
　

(
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
)
※
小
学

校
に
入
学
す
る
児
童
を
対
象
に
、
1
0
・

1
1
月
に
就
学
時
健
康
診
断
を
行
い
ま

す
。
就
学
時
健
康
診
断
通
知
書
を
1
0

月
上
旬
に
発
送
し
ま
す
の
で
、
入
学

を
希
望
す
る
学
校
で
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

く
わ
し
く
は
。
同
封
の
案
内
、
ま

た
は
区
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
問
先
=
就
学
係

(
3
8
8
0
)
1
9
6
9

外
国
人
学
校
の
児
童
・
生
徒

の
保
護
者
の
方
へ

補
助
金
を
支
給
し
ま
す

外
国
人
学
校
に
外
国
籍
を
有
す
る

児
童
・
生
徒
を
通
学
さ
せ
て
い
る
保

護
者
の
方
へ
、学
費
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
の
補
助
金
(
1
5
年
度
前
期
・

4
月
～
9
月
)
を
支
給
し
ま
す
。申

請
=
▽
区
内
の
外
国
人
学
校
に
在
籍

す
る
外
国
籍
を
有
す
る
児
童
・
生
徒

の
保
護
者
…
学
校
か
ら
の
指
示
に
従

っ
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

▽

区
外
の
外
国
人
学
校
に
在
籍
す
る
外

国
籍
を
有
す
る
児
童
・
生
徒
の
保
護

者
…
私
学
振
興
担
当
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い

※
在
籍
証
明
書
(
区
役
所

所
定
の
も
の
)
、保
護
古
名
義
の
預
金

通
帳
(
郵
便
局
は
除
く
)
、印
鑑
が
必

要
で
す

申
・
問
先
=
総
務
課
私
学

振
興社

会
教
育
委
員
会
議
答
申

「
高
齢
者
の
生
涯
学
習
振
興

策
」が
提
出
さ
れ
ま
し
た

社

会

教

育
委

員

会

議

は

。
社

会

教

育

・
生

涯

学
習

の
推

進

に
区

民

の

声

を

反

映

す

る
附

属

機

関
で

す

。2

年

間

の

審

議

を

経
て

、「
高

齢
者

の

生

涯

学

習

振

興

策

」
と

題

し

た
答

申

が

区

に

提

出

さ

れ
ま

し

た

。
区

内

の

各

図

書

館

な

ど
で

ご
覧

に

な

れ
ま

す

。

「
答

申

」
は

全
5

章

か
ら

な

り

、
高

齢

者

の
生

涯

学
習

の

必

要
性

や

意

義

を

明

確

に
し

た

上

で

、

高
齢

化

に

対

応

し

た
生

涯

学

習

振
興

の

課

題

を

提

示

し
て

い
ま

す

。
具

体
的

な

施

策

と

し

て

は

、
高

齢

者

自
身

が

運

営

主

体

と

な

る
大

学

事

業

な

ど

が
提

言

さ

れ

て

い

ま
す

。

な
お

、
教

育

委

員
会

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ
で

も
全

文

を

掲
載

し

て

い

ま
す

の
で

、
ご

覧

く
だ

さ

い

。

問

先
=

生

涯

学
習

課

社

会

教

育

(
3
8
8
0
)
5
9
8
8

(
H
P
)
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
a
d
a
c

h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p
/
a
d
d
i
r
1
5
/
k
y
o

u
i
k
-
h
p
/
i
i
n
k
a
i
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m

ま
ち
の
緑
を
増
や
し
ま
せ
ん
か

(
区
接
道
部
緑
化
工
事
助
成
制
度
)

景
観
、
防
災
、
環
境
に
配
慮
し
た

緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
道

路
に
接
す
る
場
所
の
緑
化
工
事
を
行

う
方
に
、
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て

い
ま
す
(
表
3
)
。
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
生

け
垣
な
ど
に
作
り
か
え
る
場
合
や
、

敷
地
内
に
あ
る
既
存
の
緑
が
接
道
部

緑
化
の
条
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、

塀
の
撤
去
に
か
か
る
費
用
も
助
成
の

対
象
に
な
り
ま
す
。

必
ず
工
事
着
手
前
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
問
先
=
み
ど
り
の

ま
ち
づ
く
り
係

表3　 接道部緑化助成金の交付額

※ 交付額は工事の実費相当額とし、工事内容に応じて
肋成金額の限度を定めています。一体と認められる
敷地に対しては、2以上の工事、異なる年度に助成
する場合であっても交付限度額は30万円です

マ
イ
ホ
ー
ム
を
お
探
し
の
方
へ

2
・
2
・
2
住
宅
大
谷
田
五
丁
目

事
業
の
住
宅
性
能
保
証
付
き
木
造
2

階
建
て
住
宅
(
4
L
D
K
=
1
0
0
㎡
以

上
、車
庫
付
き
、区
有
地
6
0
年
間
定

期
借
地
権
付
き
)
の
見
学
会
を
行
い

ま
す
。日
時
=
9
月
1
3
日
出
・
1
4
日

0
、午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
場
所

=
大
谷
田
5
-
2
8

申
込
=
当
日
直

接
会
場
へ

※
購
入
申
し
込
み
な

ど
、
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

問
先
=
住
宅
課
計
画
推
進

(
3
8
8
0
)
5
2
7
3

建
物
を
新
築
な
ど
さ
れ

る
方
は
届
け
出
を

住
居
表
示
実
施
済
み
区
域
で
、
建

物
を
新
築
ま
た
は
増
改
築
な
ど
で
出

入
口
を
変
更
す
る
場
合
は
、
新
た
に

住
居
番
号
(
住
所
)
を
決
め
る
た
め

の
届
け
出
が
必
要
で
す
。
こ
の
届
け

出
が
な
い
と
、
住
民
票
を
異
動
す
る

な
ど
の
手
続
き
が
で
き
ま
せ
ん
。
建

築
確
認
済
証
が
交
付
さ
れ
た
ら
、
案

内
図
と
配
置
図
(
建
築
確
認
書
一
式

の
中
に
あ
り
ま
す
)
を
持
参
し
、
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
建

物
は
そ
の
ま
ま
で
、
ア
パ
ー
ト
な
ど

建
物
の
名
称
を
変
え
た
場
合
も
届
け

出
が
必
要
で
す
。
な
お
、
住
居
表
示

板
(
緑
色
の
ア
ル
ミ
板
)
を
破
損
・

紛
失
し
て
し
ま
っ
た
方
に
は
、
窓
口

で
再
交
付
し
ま
す
(
無
料
)
。
問
先
=

戸
籍
住
民
課
住
居
表
示

屋
外
広
告
物
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て

区
で
は

、
法
律
や
都
条
例
に
違
反

し
た
立
て
看
板
や
張
り
紙
な
ど

、
違

反
屋
外
広
告
物
の
自
主
撤
去
指
導
や

除
去
処
理
を
し
て
い
ま
す
が
、解
消
し

て
い
ま
せ
ん
。こ
れ
ら
を
な
ぐ
す
た
め

、

広
告
主
や
屋
外
広
告
業
者
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

道
路
や
そ
の
上
空
に
あ
る
空
間
に

屋
外
広
告
物
を
掲
出
す
る
に
は

、
道

路
法
上
の
道
路
占
用
の
許
可
と
、
道

路
交
通
法
の
道
路
使
用
の
許
可
(

所

轄
警
察
署
)

が
必
要
で
す

。
事
前
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い

。

問
先
=

占

用
係
　
(
3
8
8
0
)
5
9
0
7

住
宅
・
土
地
統
計
調
査

1
0月
1
日
、
全
国
一
斉
に
住
宅
・

土
地
統
計
調
査
を
行
い
ま
す
。
こ
の

調
査
は
、
住
宅
や
上
地
に
関
す
る
国

の
最
も
基
本
的
な
調
査
で

、国
や
都
・

区
の
暮
ら
し
や
住
ま
い
に
関
す
る
計

画
や
施
策
の
基
礎
資
料
と
な
り
ま

す
。
区
で
も
9
月
中
句
か
ら
、
調
査

対
象
の
お
住
ま
い
に
調
査
員
が
調
査

に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
問
先
=
統
計
係

(
3
8
8
0
)
5
2
5
1

年金の手続きをお忘れなく
将 来、年金を減額されたり、受け られな

いこと にな らないために、 表1 に 該当する
方は 届け出 をし てください。なお、14 年4
月から、 第3 号被保険 者関 係の 届け出 が、
配偶 者の勤 務する事業所の 事案主を 経由し
て提出 する 方法に変りました。
また、 加入や転 入など の届け出には 、基

礎年金 番号の 記入・確 認が必要です。必ず、
年金 手帳または 基礎年金番 号通 知書を 持参
し て くださ い。 申先= 年 金適用 係または
各区民 事務所 問先= 年 金適 用係

3880- 5843

表1　 年金乎続きが必要なとき

改修工事のため長期休館します

ご不便をおかけしますが、休館中はその他
の施設を利用してください。 日程等= 表2

表2　 長 期休業施設一覧

パ ソ コ ン の 粗 大 ご み 受 け 付 け は

9 月30 日 ま で

10月1 日から パソコンリサイクルが始ま
るため、 パソコンを粗大ごみとして受け 付
ける のは9 月30日までです。以後、粗大ご
み・不燃ごみとし ての収集は行いません。
リサ イクル料金・申し 込み方法などは 、9
月中旬に各戸配布する ちらしをご 覧くだ

さい。 問先= 消掃課計 画係
3880 ―5813
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催
し
物
ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは
9月11 日
から受け付け

第
1
3回
あ
だ
ち
子
ど
も

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時
=
9
月
2
1
日
0
、
午
前
9
時
3
0

分

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西

新
井
文
化
ホ
ー
ル

内
容
=
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
/
伝
承
遊
び
/

作
っ
て
遊
ぼ
う
/
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
/

あ
だ
っ
ち
ポ
ー
ル
/
大
縄
跳
び
大
会
/

模
擬
店
/
バ
ザ
ー
ほ
か

問
先
=

青
少
年
セ
ン
タ
ー

(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

講
演

会

「
絵
本
で
つ
な
ぐ
こ
と
ば
と
心
」

乳
幼
児
期
か
ら
絵
本
に
親
し
む
こ

と
が
、子
ど
も
た
ち
の
言
葉
と
心
を

豊
か
に
育
て
る
基
礎
と
な
り
ま
す
。

日
時
=
9
月
2
6
日
吻
、午
前
1
0
時
～

正
午

場
所
=
学
び
ピ
ア
2
1
講
師
=

渡
辺
順
子
氏
(
す
ず
ら
ん
文
庫
主

宰
)

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

定
員
=
n
人
(
先
着
順
)

問
先
=
中

央
図
書
館

(
5
8
1
3
)
3
7
4
9

み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う

障
害
の
あ
る
子
も
な
い
子
も
、
大

人
も
子
ど
も
も
一
緒
に
遊
ぼ
う
。

日
時
=
9
月
2
7
日
3
、午
後
1
時
3
0

分
対
象
=
幼
児
～
大
人
※
幼
児

は
保
護
者
同
伴

内
容
=
わ
い
わ
い

ラ
ン
ド
/
工
作
/
輪
投
げ
/
ゲ
ー
ム

ほ
か

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問
先
=
西
保
木
間
児
童
館

(
3
8
8
4
)
1
1
1
4

心
身
障
害
教
育
懇
談
会

区
立
小
・
中
学
校
の
心
身
障
害
学

級
の
紹
介
や
講
演
会
の
ほ
か
、日
ご

ろ
の
悩
み
や
進
路
に
つ
い
て
の
懇

談
・
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。日
時

=
9
月
1
9
日
吻
、午
後
2
時
～
4
時

場
所
=
教
育
研
究
所

対
象
=
心
身

障
害
教
育
に
関
心
の
あ
る
方

※
保

育
あ
り

問
先
=
学
務
課
心
身
障
害

就
学
　
(
3
8
8
0
)
5
9
7
6

生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
で
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
の
腕
を
あ
げ
よ
う

生
ご
み
た
い
肥
を
上
手
に
作
っ

て
、花
壇
や
家
庭
菜
園
に
生
か
し
ま

せ
ん
か
。日
時
=
9
月
2
7
日
出
・
1
0

月
1
8
日
出
・
1
1
月
2
2
日
出
、い
ず
れ

も
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
(
全

3
回
)

場
所
=

▽
1
・
2
回
・
:
あ
だ

ち
再
生
館

▽
3

回
・
:
都
市
農
業
公

園

対
象
=

区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
講
師
=
蓮
沼
浩
子
氏
(
生

ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
板
橋
代
表
)
ほ
か
費
用
=
釖
円

定
具
=
3
5
人
(
抽
選
)
申
込
=
電
話

ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
住
所
、氏
名
、年

齢
、電
話
番
号
、
「生
ご
み
リ
サ
イ
ク

ル
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座
希
望
」を
連

絡
※
1
回
の
み
受
講
を
希
望
す
る

方
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

期
限
=
9
月
1
7
日
必
着
申
・
問
先

=
あ
だ
ち
再
生
館
〒
1
2
0
・
0
0
1

1
中
央
本
町
2
-
9
1
1

(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

第
8
回
プ
チ
展
示

「
足
立
区
周
辺
の
弥
生
時
代
」

日
時
=
9
月
1
3
日
～
1
1
月
1
6
日
、午

前
1
0
時
～
午
後
4
時
※
土
・
日
・

祝
日
も
開
館

内
容
=
区
周
辺
遺
跡

で
出
土
し
た
弥
生
時
代
の
遺
物
を
展

示

場
・
問
先
=
伊
興
遭
跡
公
園
展

示
館
　
(
3
8
9
8
)
9
1
1
1

ア
ト
リ
ウ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

日
程
=
9
月
1
9
日
吻
、
午
後
0
時
2
5

分
～
1
時

場
所
=
区
役
所
1
階
区

民
ロ
ビ
ー

曲
目
=
春
の
恵
/
都
の

春

出
演
=
足
立
区
三
曲
協
会

問

先
=
文
化
事
業
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

第
3
回
消
費
者
講
座

自
分
自
身
が
納
得
で
き
る
医
療
を

選
べ
る
知
識
を
身
に
付
け
ま
し
よ

う
。日
時
=
1
0
月
7
日
脚
。午
後
I

時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
場
所
=
エ

ル
ーソ
フ
ィ
ア

内
容
=
医
療
事
故
・

投
薬
ミ
ス
・
薬
害
な
ど
か
ら
命
を
守

る
具
体
的
方
法
/
医
療
機
関
を
選
ぶ

日
安
お
よ
び
賢
い
付
き
合
い
方
/

「
患
者
=
医
療
消
費
者
」
の
権
利
と

責
任
ほ
か

講
師
=
和
田
努
氏
(
医

療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
)

定
員
=
7
0

人
(
先
着
順
)

※
保
育
あ
り
(
6
ヵ

月
以
上
就
学
前
、定
員
1
5人
)

申
込
=

電
話

申
・
問
先
=
消
費
者
セ
ン

タ
ー
　
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

老
人
会
館
の
書
道
教
室

(
後
期

分
)

日
時
=
1
0
=
～
1
6
年
3
月
ま
で
の
第

2
・
第
4
火
曜
日
、午
後
1
時
～
2

時
3
0
分
対
象
=
区
内
在
住
で
6
0
歳

以
上
の
方
※
前
期
受
講
者
や
、ほ

か
の
教
室
を
現
在
受
講
中
の
方
は
申

し
込
め
ま
せ
ん
定
員
=
3
0
人
(
抽

選
)

申
込
=
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
。年
齢
、
電
話
番

号
を
明
記

期
限
=
9
月
1
9日
必
着

場
・
申
・
問
先
=
老
人
会
館

〒
1
2
1
・
0
8
1
2

西
保
木
間
4
1
9
-
1

(
3
8
5
9
)
9
7
3
2

「N
P
O

法
人
設
立
教
室
」

始
め
ま
す

日
時
=
9
月
1
9
日
吻
、午
後
6
時
3
0

分
～
7
時
3
0
分
※
毎
月
開
催
し
ま

す
。1
0月
以
降
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

対
象
=
N
P
o

法
人
を
設
立
し
た
い
と
考
え
て
い
る

団
体
・
個
人

内
容
=
設
立
認
証
に

必
要
な
手
続
き
・
事
務
処
理
の
流
れ

ほ
か

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問
先
=
N
P
o

活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
　
(
3
8
4
0
)
2
3
3
1

総
合
住
宅
相
談
会

□
住
ま
い
に
関
す
る
情
報
の
展
示

日
時
=
1
0
月
2
0
日
～
2
4
日
、午
前
9

時
～
午
後
5
時
※
2
0
日
は
午
後
1

時
か
ら
、2
4
日
は
午
後
3
時
ま
で

場
所
=
区
役
所
1
階
区
民
ロ
ビ
ー

内
容
=
パ
ネ
ル
・
関
連
資
料
な
ど
の

展
示

□
総
合
住
宅
相
談

日
時
=
1
0月
2
2日
伽
、
午
前
1
0時
～

午
後
4
時

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ

ー
ル

内
容
=
各
専
門
家
が
住
宅
全

般
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
(
建

築
、不
動
産
、融
資
、税
金
ほ
か
)

申

込
=
電
話

期
限
=
1
0月
1
5日

※

後
日
、相
談
時
間
を
連
絡
し
ま
す

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
・
問
先
=
住
宅
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
9

は
が
き
一
葉
の
あ
り

が
と
う
コ
ン
ク
ー
ル

内
容
=
「
あ
り
が
と
う
」
の
気
持
ち

を
伝
え
る
も
の
※
文
章
・
俳
句
・

詩
・
イ
ラ
ス
ト
・
写
真
な
ど
申
込

=
ハ
ガ
キ
の
表
面
に
住
所
、
氏
名
を

明
記
し
、
作
品
は
裏
面
の
み
を
使
用

期
限
=
1
1
月
3
0
日
消
印
有
効
申
先

=
「
花
む
す
び
　
は
が
き
一
葉
の
あ

り
が
と
う
委
員
会
」
〒
1
2
0
・
0
0
1

3
弘
道
I
I
2
0
-
8
弘
道
第
一
小
学

校

内

※

く
わ

し

い
内

容

を

ホ

ー

ム

ペ
ー

ジ

に

掲
載

し

て

い
ま

す

(
H
P
)
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
k
l
s
-
n
e
t
.
c
o
.
j
p

/
h
a
n
a
m
u
s
u
b
i
/

問

先
=

教

育
改

革

推

進

課
推

進

係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
1

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

1
6年
度
参
加
団
体
募
集

春
と
秋
に
花
壇
を
審
食
し
、
各
賞

を
決
定
し
表
彰
し
ま
す
。
対
象
=

区
内
の
町
会
・
自
治
会
、
学
校
な
ど

の
団
体
申
込
=
電
話
期
限
=
9

月
3
0
日
問
先
=
地
域
活
動
支
扱
係

(
3
8
8
0
)
5
8
5
6

「
平
和
と
安
全
の
都
市

宣
言
」記
念
講
演
会

2
1世
紀
が
本
当
に
平
和
な
世
紀
に

な
る
よ
う

「人
間
の
安
全
保
障
」
の

考
え
方
に
基
づ
き
、
区
は
昨
年
1
0月
1

日
に
「平
和
と
安
全
の
都
市
宣
言
」

を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
、
区
民
の

皆
さ
ん
に
さ
ら
に
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
、講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。日
時
=
1
0
月
1
日
伽
、午
後
1

時
5
0
分
～
4
時
場
所
=
区
役
所
庁

舎
ホ
ー
ル

内
容
=
▽
記
念
講
演
・
:

目
加
田
説
子
氏
(
経
済
産
業
研
究
所

研
究
員
)

▽
記
念
演
奏
…
私
立
江

北
さ
く
ら
幼
稚
園
鼓
笛
隊

定
員
=

仙
人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

期

限
=
9
月
2
1日

申
・
問
先
=
人
権
・

同
和
係

て
る
丸
くん

通

信

第
6
回

□
秋
の
郷
土
芸
能

9
月
に
行
わ
れ
る
伝
統
行
事
を
い

く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

1
3
・
1
4
日
、島
根
の
鷲
神
社
(
島

根
4
-
2
5
-
1
)
の
大
祭
で
は
島
根

囃
子
保
存
会
に
よ
る
神
代
神
楽
が
奉

納
さ
れ
ま
す
。
神
話
を
は
じ
め
、
能

や
説
話
文
学
を
題
材
に
し
た
幅
広
い

内
容
が
特
徴
で
す
。

ま
た
、1
5日
に
は
、
鹿
浜
獅
子
舞

が
古
内
の
天
祖
神
社
(
鹿
浜
3
―
1
2

―
3
)
で
奉
納
さ
れ
ま
す
。こ
れ
は
、

島
の
氷
川
・
糀
屋
の
氷
川
・
古
内
の

天
祖
・
東
の
北
野
神
社
の
順
に
毎
年

交
代
で
本
納
さ
れ
、花
畑
大
鷲
神
社

と
並
ぷ
区
内
の
代
表
的
な
三
匹
獅
子

舞
で
す
。獅
子
頭
は
度
重
な
る
洪
水

の
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、村
人
の

努
力
で
守
ら
れ
、現
在
は
郷
土
博
物

館
で
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て

年
に
一
度
、9
月
1
5
日
に
里
帰
り
し

ま
す
。獅
子
舞
は
昭
和
3
7
年
に
後
継

者
不
足
で
一
時
中
断
し
ま
し
た
が
、

地
元
の
方
の
熱
意
に
よ
り
、
4
4
年
に

復
興
し
ま
し
た
。

□
花
火
大
会
に
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

7
月
2
4日
の
「
第
2
5回
足
立
の
花

火
大
会
」
は
、
天
候
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、

成
功
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

多
く
の
協
賛
金
。様
々
な
ご
意
見
・

ご
感
想
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
の
花
火
大
会
の
運
営
に
役
立

て
て
い
き
ま
す
。

問
先
=
区
・
観
光
協
会
(
経
済
観
光

課
内
)
　
(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

NEW とんがりぼうし
カーニバル

日時=9月27日出、午前10時～午後3
時 場所= 谷在家障害福祉施設( 谷在
家3- 13- 1) 内容= 日常活動の発
表と展示/ 流し踊り/ 模擬店/ ダンス
交流会/ 他施設紹介ほか 申込= 当日
直接会場へ 問先= 谷在家福祉園

3853- 0632

掲

示

板

□訪

問
介
護
員
養
成
研
修
1
級
課
程

(
通
学
形
式
)
受
講
生
募
集

期
間
=
1
1
月
3
日
～
1
6
年
4
月
1
0
日

場
所
=
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
製
靴
共
働
社
　

(
千
住
関
屋
町
8
-
8
)
定
員
=

3
0
人
(
先
着
順
)
費
用
=
1
6
万
円

申
・
問
先
=
労
協
セ
ン
タ
ー
事
業
団

(
5
9
7
8
)
2
1
8
5

□
父
母
の
会
バ
ザ
ー

日
時
=
9
月
2
8
日
u
、午
前
1
0
時
～

午
後
2
時
(
雨
天
決
行
)

場
所
=
竹

の
塚
障
害
福
祉
館

※
品
物
の
寄
付

を
お
願
い
し
ま
す
(
日
用
雑
貨
、
夕

オ
ル
、食
器
、文
具
な
ど
)
、
当
日
は

模
擬
店
多
数
あ
り

問
先
=
足
立
区

肢
体
不
自
由
児
者
父
母
の
会
・
高
橋

(
3
8
8
3
)
1
1
1
2

□
定
立
荒
川
安
全
衛
生
推
進
大
会

日
時
=
9
月
四
日
网
、午
後
1
時
3
0

分
～
4
時
3
0
分
場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク

シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル

内

容
=
安
全
衛
生
表
彰
式
/
講
演
ほ
か

問
先
=
足
立
労
働
基
準
監
督
署
安
全

衛
生
課

(
3
8
8
2
)
1
1
8
7

□
区
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室

日
程
等
=
▽
ラ
ッ
キ
ー
レ
ー
ン
…
9

月
2
9
日
か
ら
毎
週
月
曜
日
、
昼
/
9

月
3
0
日
か
ら
毎
週
火
曜
日
、
夜
▽

フ
ジ
ボ
ー
ル
・
:
9
月
3
0
日
か
ら
毎
週

火
曜
日
、
昼

▽
マ
ル
ア
イ
ボ
ウ
リ

ン
グ
…
1
0月
1
日
か
ら
毎
週
水
曜

日
、
昼
・
夜

※
い
ず
れ
も
全
1
0回

費
用
=
1
回
千
a
円
(
教
本
、
貸
靴

代
別
)

申
・
問
先
=
ボ
ウ
リ
ン
グ
連

盟
・
浪
岡

(
3
8
8
8
)
0
7
0
7

映 像広
報

制作だより

読書 の 秋で すね。

区 内 各地にま つ わる伝記 や、語り 継が れた民話 が

数 多< あ ること を知 っ てい ま すか。 また、小説 など

に も登 場し 、区 の 姿が様 々に 描か れていま す。
今回 の 番組 では、かつ て千 住で 暮らし た 森 鴎 外の

小説 から、 今 もそ の面影 を残 す区内 の名 所・旧 跡を

区 民レ ポ ータ ーが訪 ね 歩き 当 時の 様子も あ わせて

紹介し ていき ま す。

皆さ んも お出 掛け にな っ て、「物 語」を 感じ てみ

てはい かが で すか。　　　　　　　　 《広 報 課 》

「情報 キ ャ ッチ! ! 　 好き で す。あだ ち」放 送 予定

足立コミコニティチャン ネル(ケーブルテレビ足立9cH)

※ 1 日3 回放送
(午前9 時30分、午後0 時30分、午後9 時30分)
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学
習
会
に
講
師
を
出
前
!

あ
だ
ち

学
び
応
援
隊

あ
だ
ち
学
び
応
援
隊
は
、
地
域
の
学
習
会
や
学
校
の
授
業
を
支

援
す
る
た
め
に
講
師
を
無
料
で
派
遣
す
る
制
度
で
す
。
町
会
・
自

治
会
の
活
動
や
グ
ル
ー
プ
の
学
習
会
、
小
・
中
学
校
の
授
業
な
ど

に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

新
た
に
企
業
編
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

従
来
の
メ
ニ
ュ
ー
、「
区
政
編
」
(区

の
職
員
が
講
師
)
と
「公
共
機
関
編
」

(区
以
外
の
公
共
機
関
の
職
員
が
講

師
)
に
加
え
、
今
年
は
企
業
の
協
力

を
得
て
、
企
業
の
杜
員
が
講
師
に
な

る
「
企
業
編
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
公
共
機
関
編
」
で
は
、
消
防

署
や
郵
便
局
、
税
務
署
な
ど
の
メ
ニ

ュ
ー
も
加
わ
り
、
さ
ら
に
内
容
が
充

実
し
ま
し
た
。

介
護
や
防
犯
な
ど
の
身
近
な
テ
ー

マ
か
ら
、家
庭
内
暴
力
な
ど
の
社
会

問
題
、ま
た
環
境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

光
通
信
な
ど
の
新
し
い
分
野
ま
で
、

1
2
4
種
頬
の
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
が
そ
ろ

っ
て
い
ま
す
。

学
び
た
い
テ
ー
マ
が

見
つ
か
り
ま
す

メ
ニ
ュ
ー
の
一
覧
や
講
義
の
く
わ

し
い
内
容
は
各
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー

や

区

民

事

務

所

に

あ

る

パ

ン

フ

レ

ッ

ト

や

ガ

イ

ド

ブ

ッ

ク

を

ご

覧

く

だ

さ

い
(

左

写

真
)

。
ま

た

、
ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

で

も

内

容

を

公

開

し

て

い

ま

す

。

(
H
P
)
h
t
t
p
:
/
/
m
a
n
a
b
i
.
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.

t
o
k
y
o
.
j
p
/
i
n
f
o
/
f
t
p
/
h
a
k
e
n
/
t
o
p
.

h
t
m

▲ マニャビ

ま
ず
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
メ
ニ

ュ
ー
を
確
認

メ ニ ュ ー 例公共 機 関 編

(

全 31 メ ニ ュ ー )

警察署「防 犯

心 得 」

自 衛隊

「 キャ ンプ

、
野外炊 事

」

消防

署
「 君 も私も消防 官

」

郵 便 局
「手紙の 届 く まで 」

など

区 政

編
(

全 80 メ ニ ュ ー )

暮らし ・ 健

康

「 気に な る食品添 加 物
」環 境

・ リ サ イクル「ご み 問
題 は子どもの 頃 から 」子育 て

「 足 立の子育 て 支 援 」
高齢

者

「介 護 保 険 サー ビスを
賢

く
使

おう
」

など
企 業

編 ( 全 13メ ニ ュ ー )東京ガ ス 「 体 験し よう !
- 162℃ の 不思 議 な 世界 」

東京

電

力 「 エネル ギ ー
講 座 」

NTT 東 日本 「 ネチケ ッ卜 で快適

インタ ー ネ ッ 卜 」
など

利 用 方 法

利 用時 間 = 地 域の 学
習 会

… 午前 9 時 ～ 午後 9 時 の

うち 2 時

間以内
学校の授業

…
1 授業 単 位

①希
望 するメ

ニ ュ ー を 選 ぶ

②各地
域 学

習

セン タ
ー または学

習 推 進 係に 申 込

書

を

提出 ( 郵 送 、ファ クス 、窓口で申し 込み
) … 実 施 予定

日の 3 週

間 前 まで に申し
込んで く ださ

い 。申 込
書

は

各地
域 学

習

センタ ー 、学 習
推
進係で配付 、またはホ

ー

ムぺ ー ジ か ら印 刷できま
す

③メ
ニ ュ ー 担当課

・機

関と打ち合わ
せ … 学 習 者 に 合わ

せ た内 容 に 変
更 可 能な 場 合もあ り ます

④ 学
習 会の 開 催

… 会
場 の 確 保 、 使 用料の 負 担 、 開

催 準

備 など は
利 用

者が行っ てく ださい

学
び
応
援
隊
に
関
す
る
お
問
い
合
せ
は

学
習
推
進
係

〒
闥・
8
5
1
0
中
央
本
町

I
-
1
7
-
1
　
　
(
3
8
8
0
)
5
9
8
7

F
A
X
(
3
8
8
0
)
5
6
0
6 敬

老
の
日
は
銭
湯
へ

6
5
歳
以
上
の
方
は
罰
円
で
区
内
の

銭
湯
が
利
用
で
き
ま
す
。日
時
=

9
月
1
5
日
㈲
場
所
=
区
内
の
各
銭

湯

申
込
=
当
日
、
番
台
(
フ
ロ
ン

ト
)
で
年
齢
を
告
げ
て
く
だ
さ
い
(
証

明
書
は
不
要
)

問
先
=
衛
生
管
理

係
　
　
　
(
3
8
8
0
)
5
8
9
1

A
―
F
e
s
t
a
2
0
0
3

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

日
時
=
▽
1
0
月
1
1
日
山
午
前
1
1
時

～
午
後
3
時
▽
1
0
月
1
2
日
鷦
午

前
1
0
時
～
午
後
3
時
※
雨
天
中
止

場
所
=
荒
川
河
川
敷
(
虹
の
広
場
)

対
象
=
区
内
在
住
の
方
(
1
8歳
以
下

の
方
や
出
店
物
品
の
販
売
を
事
業
お

よ
び
副
業
と
し
て
い
る
方
は
不
可
)

区
画
=
各
日
囘
区
画
(
抽
選
)
/
1

世
帯
I
区
画
・
1
日
の
み
(
3
m
x
3
m

程
度
)

※
飲
食
物
、薬
品
、ペ

ッ
ト
、
品
質
保
証
の
で
き
な
い
も
の

な
ど
は
販
売
で
き
ま
せ
ん

出
店
料
=

沺
円
(
協
賛
金
と
し
て
)

申
込
=

往
復
ハ
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
年
齢
、電
話
番

号
、
主
な
出
品
物
、
出
店
希
望
日
を

明
記
(
応
募
は
1
世
帯
に
つ
き
1
枚

ま
で
)

期
限
=
9

月
1
9日
消
印
有

効

申
・
問
先
=
あ
だ
ち
再
生
館

〒
闥
・
0
0
-
1

中
火
本
町
2
-
9
1
1
　
(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

第3 回基本構想審議会を
開 催し ま す

区 の 将 来像 と な る 新 基 本構 想 の 検 討 を 進
め て い ま す。 審 議 会は 公開 で 開 催 中 で す。
区 ・ ホ ー ムペ ー ジ で も 案内 し て い ま す。 く
わ し くは 、お 問 い 合わ せ く だ さ い。 日 時=9
月22 日(月)、 午 前10 時 場 所= 区 役 所 問

先= 政 策課　　　　　　　　3880 ―5812

3880 ―5610
□ sei saku@ci t y. adachi . t okyo. j p

スケッチあだち
まちの情報・話題をお待ちし ています。　問先= 広報係　3880- 5815

小 ・ 中 学 生 の い じ め 相 談

月曜日～金曜日( 祝日を除く) 、午前9時～午後4時30分

3880- 5577( 教育委員会教育指導室内)

「あだち家族ふれあいの日」
オープニング事業

9 月から 、毎 月第3 上曜 日が 「あだ ち家 族
ふれあい の日」にな り ます。 これ を記念し 、

初日の9 月20日に オープニ ング・ イベント を
行います。

□ 親 子 ボ ウ リ ン グ 大 会

日時=9月20日出、午前9時～正午場所=
北千佳マ ルア イポウ リング( 千住 仲居17- 20)

□ 親 子 ゆ う ゆ う タ イム

日時=9月20日出、午後2時～3時場所=

二 コニ コ 湯( 千住 柳 町2- 10) / い こ い 湯
( 江北4- 27- 3) / 大松 湯( 内 綾瀬3- 35- 8)

対 象= 乳幼 児と そ の 親 子 内 容= お

話し 会、 パネルシ アターほか

□ パ ネ ルシ アタ ー 「 親子 ふ れ あい お 話会 」

日時= 毎月第3 土曜日、 午前11時 場所= 青

少年セン ター 対 象= 乳幼 児とそ の親 子 内
容= おは なし ピピ ン の 会によ る「 ボー ルが 飛

ん できて」・「 おもちゃの チャチ ャチ ャ 」ほ か

――いずれも――
費 用= 無料 申・問先= 青少年 セン ター

3890- 0061

「氷沢まこと足立60景　夏と秋の風景画展」

9月28日まで開催中

区内出身の画家、水沢まこと氏の「足立60

景」は、区内各地を美し い色彩で友現した風

景画です。四季の移ろい、気候によって 表情
を変え る風景や人々の姿が 描かれています。

今回は、夏から秋をテーマにした作品19 点

が郷 土博物館に展示されています。
木々の緑や空の 青が鮮やかな 夏の 景色、足

在の花火、 季節の節目に行われ る祭り、夕暮

れと 深まる秋など…。 風景や季節の 表情を感
じ 、それぞれの場に思いをは せてみてはいか

がでしょうか。 問先= 郷 土博物館( 大谷田5- 20- 1) 　
3620 ―9393

▲ 夏の思い出がよみがえります

は
っ
け
よ
～
い

の
こ
っ
た
の
こ
っ
た

8
月
2
4
日
、
遅
れ
て
き
た
猛
暑
の
中
、
舎
人

の
諏
訪
神
社
で
少
年
相
撲
大
会
が
行
わ
れ
、
慣

れ
な
い
ま
わ
し
を
締
め
た
幼
稚
園
児
や
小
学
生

の
ち
び
っ
こ
力
士
に
人
が
。
土
俵
に
上
が
り
ま

し
た
。

ほ
と
ん
ど
の
取
り
組
み
は
あ
っ
と
い
う
間
に

勝
負
が
つ
き
ま
し
た
が
、
な
か
に
は
名
勝
負
!

と
言
い
た
く
な
る
よ
う
な
熱
戦
を
す
る
ち
び
っ

こ
力
士
た
ち
も
…
。
勝
負
に
勝
っ
た
子
は
、
土

俵
の
上
で
「
マ
マ
、
ぼ
く
強
い
で
し
よ
」
と
大

喜
び
。
幼
稚
園
児
は
、
中
立
部
屋
の
力
士
の
胸

を
借
り
て
ぶ

つ
か
り
げ
い

古
も
し
ま
し

た
。
子
ど
も

た
ち
だ
け
で

な
く
、
見
に

き
た
大
人
た

ち
も
大
い
に

盛
り
上
が
っ

た
一
時
で
し

た
。

両
者
一
歩
も
譲
ら
ず
!

ぼ
く
た
ち
絶
対
負
け
な
い
ぞ

古紙配合率100%再生紙を使用しています K. F　286, 700


